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 第５・６学年 算数科学習指導案 

平成２７年１０月３０日    第５校時場 

                                            

 

 

 

 

 

研究主題「主体的に学び、共に高めあう児童をめざして」にせまるための指導のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の指導 （４/１３）                   ７ 本時の指導（４/６） 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 第６学年 

単元名「 面積の求め方を考えよう」 
 

単元名 「順序よく整理して調べよう」 
 

（１） 目標  

  組み合わせについて、落ちや重なりのないように調べる方法を 

  考え、その方法を理解する。 

（２） 評価規準 

【数学的な考え方】 

組み合わせについて、落ちや重なりがないように、図や表を用い

て、順序よく筋道立てて考え調べている。 

 

（１） 目標 

三角形の面積の求め方を考え，説明することができる。 

（２） 評価規準 

【関心・意欲・態度】 

三角形を，面積の求め方が分かっている図形に工夫して変形

し，その面積を求めようとしている。 

【数学的な考え方】 

三角形の面積の求め方を，長方形や平行四辺形の求積方法に帰着

して考え，筋道を立てて説明している。 

平成２９年 １２月 ４日  第５校時 

○算数コーナーの充実（１－１） 

 ・既習事項のポイント掲示 

 ・前時の内容の掲示（問題、課題、児童の反応、まとめ） 

 ・前学年の教科書やノート          （１－３） 

○学習の流れがわかるノート作り（１－２） 

○見通しの段階の指導の工夫 

○友達に相談できる体制づくり（１－４） 

 

仮
説
１ 

○学習リーダーの育成（事前の打ち合わせの時間）（２－１） 

○学習の進め方を把握させる。（２－２） 

 ・「学習の進め方」の掲示 ・黒板の記入位置の把握。 

 ・学習の流れを表示する札の活用。 

○発表ボードを用いての考え方の発表（２－３） 

 ・自分の考えを明確にした発表ボード作り 

○練り上げの段階の話し合いの工夫 （２－４） 

 ・キーワードの記入 

 

仮
説
２ 

仮説１児童が既習と本時の内容をうまくむすび付けることができ

れば主体的に問題を解決することできるであろう。 

仮説２学び合い活動の仕方を身につければ、子供たちだけで授業を進

めることができ互いに高め合うことができるであろう。 



2 

 

（３）展開  ●・・直接指導   ○・・間接指導 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（・支援） 

（◎手立て） 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

わたり 

 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（・支援） 

（◎手立て） 

・司会が進める。 

（問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題設定は直接指導  

・児童の言葉を基に課

題を設定する。 

＜課題＞ 

 

 
 

１ 本時の問題を把握し、課題をたてる。  

５分（K4 課題） 

 

 

 

・聞いていることは何ですか？ 

・今までと違うところは何ですか？ 

 

    
 

 

 

 

 

 

●  
● 

● 

●  
● 

● 

● 

●  
● 

● 

●  
● 

● 

●   

１ 本時の問題を把握し、課題をたてる。 

５分（K4 課題） 

 

 

 

 

 

 

 ・聞いていることは何ですか？ 

・今までと違うところは何ですか？ 

 

    

・司会が進める。 

（問題） 

 

 

 

 

 

・課題設定は直接指導  

・児童の言葉を基に課

題を設定する。 

＜課題＞ 

 

三角形ＡＢＣの面積の求め方を考えよう。 

三角形ＡＢＣの面積の求め方を考えよう。 

 

Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄの４つのチームで、バスケットボールの試合をしま

す。どのチームも、ちがったチームと１回ずつ試合をするとき 

どんな対戦があるか調べましょう。 
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♢求める方法にはどん

なものがあるか。 

 

◎手立て（１－１） 

・振り返りができる既

習事項を掲示する。  

 

・面積を求めることが

できる図形に変形す

れば，求められそう

だという見通しを共

有させる。 

 

 

・問題と同じ図を印刷

した紙を事前に６枚

配布しておく。 

 

 
 

 
 

 

 

 

２ 課題を把握し解決の見通しを持つ。 

５分（K4 課題） 

○見通しを立てましょう。 

・これまでに学習したことで使えそうなこ

とはありますか？ 

 

＜見通し＞ 

・平行四辺形の時のように切ってずらせ

ばいい。 

・長方形とかにすればいい。 

・正方形にしてもいい。 

・公式が使える形に変形すると面積が求

められそうだ。 

 

 

３ 自力解決をする。（発表用の紙に書く） 

         １５分（K4  活動） 

① 倍積変形して面積を求める。  

（ア） 平行四辺形にする。  

平行四辺形 ABCD  

底辺６cm，高さ４cm 

６×４＝２４  

２４÷２＝１２ 

 答え１２㎠ 

（イ）長方形にする。  

長方形 EBCG 

縦４cm，横６cm 

４×６＝２４  

２４÷２＝１２  

答え１２㎠ 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

２ 課題を把握し解決の見通しを持つ。 

５分（K4 課題） 

○見通しを立てましょう。 

・これまでに学習したことで使えそうな

ことはありますか？ 

 

＜見通し＞ 

・表や図を用いて考えればいい。 

・対戦相手になる組み合わせを出して 

 同じ対戦を消す。 

・１チームを決めて図を使って考え

る。 

・１チームを決めて表にまとめて考え

る。 

・ 

 

３ 自力解決をする。（発表用の紙に書く）  

         １５分（K4  活動） 

① 全てを書き出し同じ対戦相手を消し

ていく。 

 

Ａの試合 Ａ・Ｂ Ａ・Ｃ Ａ・Ｄ 

 

Ｂの試合 Ｂ・Ａ Ｂ・Ｃ Ｂ・Ｄ 

     

Ｃの試合 Ｃ・Ａ Ｃ・Ｂ Ｃ・Ｄ 

 

Ｄの試合 Ｄ・Ａ Ｄ・Ｂ Ｄ・Ｃ 

・児童の言葉を基に課

題を設定する。 

 

 

 

◎手立て（１－１） 

・既習事項のポイント

掲示 

 

♢どんな試合が 

考えられるか？ 

・総当たり戦の意味を

確認する。 

 

・これまでに学習し 

た並べ方の考え方 

 から一つのチーム   

 を固定して対戦を

考えればいいこと

に気づかせる。 

 
 

 

落ちや重なりがないように調べる方法を考えよう。 
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② 等積変形して面積を求める。（高さを÷２） 

（ウ）長方形にする。  

長方形 LBCM 

縦２cm（４÷２） 

横６cm  

２×６＝１２  

答え１２㎠ 

（エ）平行四辺形にする。  

平行四辺形 NBCQ         

底辺６cm 

高さ２cm  

６×２＝１２  

答え１２㎠ 

 

③ 等積変形して面積を求める。（底辺を÷２） 

（オ）長方形にする。  

長方形 RSTU 

縦４cm， 

横３cm（６÷２） 

４ × ３ ＝ １ ２  

答え１２㎠ 

（カ）平行四辺形にする。  

平行四辺形 VWBX

底辺３cm（６÷２） 

高さ４cm  

３×４＝１２  

答え１２㎠ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

② 表を作って考える。 

 A B C D 

A     

B     

C     

D     

 

③四角形の図にかく。 

 

A                        C 

 

 

 

 

 

B                        D 

 

４ 考えを発表し検討する。１０分 

（K４ 活動） 

 

〇考え方別に用紙をはり分ける，友達の考

え方をつかむ。 

〇考え方が分からないものは，質問する。  

〇考え方が分かるものは，記入者に代わっ

て説明する。 

○それぞれの調べ方の良い点について話

し合う。 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

・自分の考えが，友達に

よく分かるように工

夫して説明させる 

 

・落ちや重なりがない

ように工夫してい

る と こ ろ は ど こ

か？ 
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・自分の考えが，友達

によく分かるように  

工夫して説明させる 

 

 

・一番やりやすい方法

で解かせる。 

・平行四辺形の求め方

に着目すると，その

面積を２で割れば，

すぐに三角形の面

積が求められそう

だということに気

づかせ，次時につな

げたい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表し検討する。 

１０分（K４ 活動） 

〇考え方別に用紙をはり分ける，友達の考え

方をつかむ。 

〇考え方が分からないものは，質問する。  

〇考え方が分かるものは，記入者に代わって

説明する。 

 

本時の期待するキーワード  

「長方形にする。」 

「平行四辺形にする」 

「半分にする」 

「形が変わっても面積は同じ」 

 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

本時の期待するキーワード  

「落ちや重なりに気をつける」 

「記号に直す」 

「表や図を使う」 

「順序よく」 

 

 

評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎手立て 

授業中、練り上げ時に

でたキーワードを使

い、まとめられるよう

に支援する。 

 

【考】

～ C の児童への手立て ～ 

＜評価＞ 

【考】三角形の面積の求め方を，長方形

や平行四辺形の求積方法に帰着して考

え，筋道を立てて説明している。 

A：平行四辺形や長方形に帰着して三角

形の面積の求め方を２つ以上の方

法で考え，図に補助線を入れ，言葉

や式で考え方がよく分かるように

説明している。 

B：平行四辺形や長方形に帰着して三角

形の面積の求め方を１つ以上の方

法で考え，図に補助線を入れ，言葉

や式で考え方がよく分かるように

説明している。 

C：平行四辺形や長方形に帰着すること

ができない。 
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◎手立て 

・授業中、練り上げ時

に出たキーワード

を使い、まとめられ

るように支援する 

・考えの共通点を意識

して聞かせる。 

・一番やりやすい方法

で解かせる。 

・平行四辺形の求め方

に着目すると，その

面積を２で割れば，

すぐに三角形の面

積が求められそう

だということに気

づかせる。 

♢ ６年生に学習した

ことを伝えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習のまとめをする 

           ５分（K４ 確認） 

〇まとめをしましょう。 

・考えの共通点を見つけましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習を振り返って感想を書く。 

（K４ 価値づけ）５分 

・どのような学習をして，どのようなことが

分かったかについて，６年生と交流する。  

      
 

 

７ 次時の予告  

 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

● 

● 

● 

● 

● 
 

● 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 

● 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

● 

● 

● 

● 

５ 本時の学習のまとめをする 

５分（K４ 確認） 

〇まとめをしましょう。 

・考えの共通点を見つけましょう。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習を振り返って感想を書く。  

（K４ 価値づけ）５分 

・どのような学習をして，どのようなこと

が分かったかについて，５年生と交流す

る。   

     
 

７ 次時の予告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

♢ ５年生に学習した

ことを伝えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落ちや重なりがないように調べるには、組み合わせ表と記を使

うと順序よく、わかりやすくできる。 

 

三角形の面積は，形を変えても面積は同じなので、平行四辺形や長方形に

形を変えて求めることができる。 

 

～ C の児童への手立て ～ 

合同な２枚の三角形を与え考えさせる。 

合わせると平行四辺形になることに気

づかせる。 
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【５年 固定式黒板】                   【６年 固定式黒板】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年 移動黒板（右：廊下側）】                【６年 移動黒板（左：窓側）】               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の考え 

 

・平行四辺形

の面積を求め

て半分にする 

児童の考え 

 

・長方形の

面積を求め

て半分にす

る 

問題                               問題 

 

 

  

課題                               課題 

 

 

 

まとめ                              まとめ                               

 

 

見通し  

 

 

 

 

 

見通し 

キーワード キーワード 

               

 

 

 

 

  

   

児童の考え 

 

・移動させ

て平行四辺

形にして面

積を求める 

 

児童の考え 

 

・全てを書き 

出し同じ対 

戦相手を消 

していく。 

 

児童の考え 

 

・表を作る 

児童の考え 

 

・四角形の

図にかく。 

児童の考え 

 

・平行四辺形

の面積を求

めて半分に

する 

 

児童の考え 

 

・移動させ

て長方形に

して面積を

求める 

児童の考え 

 

・長方形の面

積 を 求 め て

半分にする。 

児童の考え 

 

・平行四辺形

の面積を求め

て半分にする 

児童の考え 

 

・長方形の

面積を求め

て半分にす

る 

                

 

 

 

 

  

   

児童の考え 

 

・移動させ

て平行四辺

形にして面

積を求める 

児童の考え 

 

・全てを書き 

出し同じ対 

戦相手を消 

していく。 

 

児童の考え 

 

・表を作る 

児童の考え 

 

・四角形の

図にかく。 

児童の考え 

 

・平行四辺形

の面積を求

めて半分に

する 

 

児童の考え 

 

・移動させ

て長方形に

して面積を

求める 

児童の考え 

 

・長方形の面

積 を 求 め て

半分にする。 


